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概況
1.取扱高 前年比84円高となった．冷イカ類は、モンコウイカが 2.3
(1) 年間取扱高 割内のほかはすぺて汝少し、全体では1.1割汝となった ．
平成 4年中 (I月 5日から 12月30日、開巾日数 274日） 平均僅格は 606円で、 18円高となった．冷マグロ類は、冷

の仕双扱数員は． 807,920 tて•前年比 97.0 ％と前年をやや ホンマグロが 09割増のほかは、冷キワダの 3.4割汝など、
下回り、松取扱金割は、 804,962百万円で前年比 97.4%と 令殷に放少し．全体では 0.7割汝となった．平均僅格は、
前年をやや下回った．松平均層格は 996円で、前年に比べ 1,644円で前年比 127円安となった．その他の冷凍魚類では、
4円高となった．取扱数量では、鮮魚類は、ハマチやカツ 冷サパが 2.8卯l漱で、平均価格は 41円安となった。冷スリ
オが汲少したが．スルメイカ．マアジ、サンマなどが増加 ミは 3.1割汝て＇、平均層格は 36円安となった．冷凍貝類の
となり、全体では 59％増となった．活魚類は、活ハマチ 取扱数量は 5,702tで、前年比 10 I 2器となった．平均層
などが沿少したが、 18カンパチ、活アナゴ、活マタイが増 格は 1.298円で、前年比 257円安となった。上要品目で見
加し、全体では 40％増となった．冷凍魚碩は、冷タコな ると．冷ホタテ貝は 2.8割増て・、平均値格は 457円安となっ
どが増加したが、生鮮品の出阿りが塁宮で全般に汝少し、 た．冷アワピは 0.9割増となり、 F均層格は 344円安となっ
全体では 8.2%漱となった．加工品類は、焼杓製品、湯煮 た．冷凍淡水僚の取扱数量は 660Iて、前年比77.0 °oとなっ
品なとがわずかに増加したが、塩蔵品が滋少に転じるなど た．平均層格は 899円で、 64円高となった．主要品目で見
全般に転るわず、全体では 48％故となった．取扱金罰で ると、冷アユが 39割杜で．平均値格は 238円安となった．
は、鮮魚類は 1.4%増、活魚類は 2.7 °。故 貝類は 40?。 冷ワカサギは 65割活となり、 20円高となった．
故、冷凍魚悶は 63%汝、 1炎水点ばは 6.1 °6増、海玉類は、

わずかに汝、加工品は 1.0%戎となった．平均債格では、 （ウ） 加工品

ヽt魚悶は 4.3%安、活魚類は 6.4 %安、貝傾は 5.0%安、 加工品の取扱数量は 284,240tで、前年比95.2%と沿少
冷凍魚類は 2.1 ?o品．淡水角碩は 38%安 ．海面類は1.6 した．平均値格は 865円で、前年比33円高となった．主要
％高． hllr品類は 4 0蹂高とな..,tこ． 品目で見ると、焼物製品は、蒲焼ウナギが1.1割増となり、

全体では 0.2割増となった．平均値格は I,9 2 8円で、 102円
（ア） 生鮮品 高となった．塩干品は、開干アジが0.5割沿となり、全体
鮮魚類の政扱数量は !92,165tで、前年比 105.9%とや でも 0.4割沿となった．平均値格は 566円となり、 6円高
や増加し、平均僅格は I,04 2円で、前年比47円安となった。 となった。塩蔵品は、塩ギンサケが 0.5割増となったが、
主要品目で見ると、サンマは、入荷は1.o til増となった． 塩シロサケが 2.3割汝、塩ベニサケが 2.I割汝 、塩アキサ
平均値格は、 30円安となった．カツオは、入荷は 0.9割活 ヶが I.9割汝となり、全体では1.1割汝となった．平均層
となった．平均層格は 128円高となった．マイワシの入荷 格は I,765円で、 249円高となった．煮干製品は、煮干イワ
はほぼ前年並で、平均層格は、 9円安となった。マグロ類 シが 0.3割増．コウナゴが 0.2割増となったが、シラス干
は、メジが 2.8割汝、キワダ（輪入）が 2.6割汝となった ヵl 0.4割汝となり、全体では、ほぼ前年並みとなった．乎
が、キワダ（国内）が 4.2割増、マグロ（田内）も 2.7割 均層格は 1,021円で、 194円安となった．
増となり、全体て＇は 0.4割増となった．平均層格は、 46円

安となった．スルメイカは 5.3割と大幅に内加し、平均価 1月
格は 143円安となった．マアジは 2.0割増となった．平均 ．｀f魚碩 取扱数量 13,891 t (対前年比 I 06. 0 °-.) 
価格は、 74円安となった．養Mハマチは 0.5割活となり、 平均僅格 1, 166円（ 11 31円安）
平均層格は、 53円高となった．活魚類の敗扱数量は 13,411 取扱数旦では、メジは、前年に続いて豊花で 2.3倍増と
tで、活カンパチ．活マタイなどが増加し、前年比 104. 0 なり、マグロ（国内）も 2倍増、キワダ（国内）は 5.2割
％となった．平均値格は 1,890円で、 130円安となった．貝 r』となった．キワダ（輸入）は 2.5割汝、マグロ（輪入）
類の取扱数量は、 54,204tで前年比 101.0%となった．平 に 18割汝、メパチ（田内）は1.7割汝となった．スルメ
均値格は 969円て‘.31円安となった．主要品目で見ると、 イカは、コし色で 5.4割増．サンマは 3.9割増、マアジは、
アカ貝が 0.2割汲で23円安、アサリは 0.9割汝で37円高、 3 3割増となった。ハマチは 2.6割減、サパも 2.6割汝と
アワピは1.5割汲で 375円高、トリ貝は1.7割増で 693円 な...,tこ．マ均層格では、入荷汝少のハマチが 3割高、サパ
安、アオヤギは 0.9割汲で 4円高、ムキカキは 1.1割増で が 1！割高となった．マグロは、国内物が 2割安、輪入物
83円安、ムキホタテ貝は 3.7割増で 319円安となった．淡 し 2.S割安、キワダ（国内）は I.4割安となった．サンマ
水魚類の取扱数量は 3,767tで、前年比 102.4 %とわずか は 3.2割安、マアジが 2.3割安、スルメイカも1.7割安と
に増加し、平均価格は 1,309円で、 96円安となった．主要 な，た．

品目て見ると、アユが1.8割活で 199円高となった．ウナ 店仇傾 沢1凡数髪 1, 038 t (対前年比 1 06. 3 °1,) 
ギが o8fl故で24円品となった．

（イ）冷凍品

冷凍魚悶の敗扱数員は 246,266tで、前年比91.8%と漱

少し、平均僅格は I,075円で、前年比22円高となった．主

要品目で見ると、冷エピ類は、オーストラリア物が 4.8割

増、インドネシア物が I.5割増となる一方、タイ物が 3.0
割汝．フィリピン物が 2.7割汝など漱少傾向となり、全体

では 0.5割汲となった．平均値格は I,658円で、前年比75

円安となった．冷サケ・マス類は、ベニサケが 2.2割沿と

なり、全体では 0.6割汝となった．平均価格は 913円で、

平均fili格 1, 81 9円（ II 8円安）

訳1凡数呈では｀活カンパチが 7.3割増、活マタfが 1.1

割h1となり． 98シマアジが 3.2割は、活ハマチが 0.8割故

となった．平均価格では、活ハマチが 2.6割高、活シマア

ンか 2.1割高となり、活マタイは1.1割安となった。
U 類 敗1及数鼠 4,994t (対前年比 102. 7 °.,) 

v均価格 1, 025円( " 7 3円安）

アオヤギ等が浜少したが、ホタテ日、アカ貝等が 増加 し．

•i» ti、ては吋りIIとなった．

冷，＇［（0,傾 取1及数呈 17,997t (対前年比 94.5°0) 

F均価格 I, 08 0円( " 42円高）

一



『(l)ttt uでは．冷マクロ印は．l.りのメパ・トが o.5 til増 で． 28割安となった．

≫か．t＇) 9夕 I);7割，1しになるなど．令i木ては 09割

99しとな、た．冶イカ聞は．モン：iウなどがポ加したが、ス 3月

ルメイカが国内物・翰人 1河共に入（，1．‘r減となり、全体では白鮮魚類 取扱数量 15, 194t (対前年比 107. 4%) 

1. 4割杜となった．冷サケ ・マス悶は、シロサケが汝少し

たはかは全般に増加し、 3.7割州となった．冷カニ碩は、

渇．ズワイが •K 因に増加し、令体では 5.9割増となった．平

均f●格では、冷サケ・マス悶が2.2割高となったが、冷カ

ニ類は. I割安となった．入（；I杜少の冷スリミは 2倍高と

なった．冷マグロ類は、人福疫のキワダが 66割高、イン

ドL I. I割高で、全体では 04割品となった．

介加工品悶 tt I及数量 20,196t (対前年比
下均値格 788円( II 

95.S?o) 

74円高）

平均層格 1,135円（ II 75円安）

取扱数量では、マグロ（田内）は 3.5倍増、キワダ（田

内）は 4.3割増となったが、マグロ（輸入）は 2.8割活と

なった．スルメイカは、引き続きI.祖で 2.8倍増、ヤリイ

力も 4.3割増となった．マアジは 3.7割増、サンマも 32 

割増となったが、キンメタイは 5.5割汝、ハマチが1.5割

戎、サパはl.3割活となった．平均!I格では、キンメタイ

が 5.9割高、ハマチは1.5割高、マグロ（田内）がl.4割

高となった．スルメイカは 5.9割安、ヤリイカが 2.9割安、

取扱数量では、塩蔵品がイクラ、塩サケ等の増加で 14 サンマは 3.3割安となった．また、キワダ（田内）が 29 

割増となった．．lt.T製品は 0,9割増となった．練製品は、 割安、マグロ（籟入）も 2.3割安となった。

＋クワ、カマポコが放少し、 0.8割沿となった．平均債格女活魚煩 取扱数量 1 ・, 159し（対前年比 109. 0%) 

ては、塩成品が I.5割品、 ut杓製品が 1.3割高、練製品し
I 3 割高となり、 •5、 •T• 製品は 2.8割安となった．

2月

介ヽ¥魚 取扱数.I 14,659t (々4,Fiり比 1 I 5 0 °,o) 

平均層格 1, 104円（ 11 8 2円安）

平均価格 I, 937円（ II 225円安）

取扱数量では、活カンパチが 6.6割増となったほか、活

ヒラメが 2.3割増となり、活マタイ、活アナゴも増加した．

18シマアジは 2.2割浜、活ハマチは 1~I 浜となった．平均

層格ては． ＇，6シマアジがI.9割高．活ハマチが 14割高と

なり、 96アナゴが 2.8割安｀ Ii tラメがI.9割安．活マタ

敗Ill、数量では、メシ 1i. 3倍増、キワダ（田内）が 2倍 イも I.6割安となった．

増 ．マグロ（給入） L 8. 7割増となったが、キワダ（佑入介貝 類 nl及数鼠 5,222 t (対前年比 103.8°0) 

がう割杖．マクロ（門内）し I8割戎とな.,た．スルメイ 平均層格 939円( 19 128円安）

力は．＂直が続さ 2.S倍J1'I．マアジは 6・ 4割増、サンマは アサリがわずかに浜’少したが｀サザエ、 1,キカキなどが

4. I割増｀マイワンも I2，りl増となった．ハマチは I5割 増加した．

A とな.,t.:.平均漏格では．ハマ •/·が 2.4 割高とな.,た 11 介冷凍魚碩 取1及ttfi 20.896t (対前 T比 90.2°0) 

かは． ，、 Iしくイカか 4.I割安とな｀たはか、サンマが 3.2 平均僅格 I, 04 0円（ II I円安）

割安．マアジが 2.8 i',11安 くシが 25割安となった． 取扱数量では、冷タイ類が 9.2割増、ギンダラが 2.6倍

f, ;,(n・, W 訳1及数ltt 1.0161 (1-l ii¥ :iJl 109.1°0) 内こなった．冷サケ・マス類は、主力のペニサケが 4.2割

¥ J勺直格 l.856JTJ( 11 30円安） はとなったが、全体では1.1割増となった．冷イカ類は、

訳1凡数量ては、活カンパチが 5.1割増、活ヒラメが 28 モンコウが 2.7割噌となったものの、全体では 0.8割汝と

,,1J増、活アナゴは 1.6割増となった．活シマアジは 1.5割 な.,tこ．冷マグロ類は、キワダが 6.3割減、メパチもやや

パとなった．干均価格では、活 Iヽマ←rが 2.3割高、活シマ 沿って．全体で Lo 5割戎となった．冷カニ悶は 22割沿．
アジが 2割高となった．活ヒラメはI.9割安．活マタイは ． 冷カレイ類はI.4割滋、冷エピ傾もI.2割減となった．平

1 Wll安となった． 均filj格ては、冷サケ・マス類は、ペニサケが 2.3割高で、

介il " 取扱数量 5, 30 I l (対前年比 106. 8%) 全体て 0.3割高となった．冷タイ悶は 2.8割安、冷タコは

平均価格 917円( II 95円安） 3.¥割安、ギンダラは 1.9割安となった．

ハマグリ、アオヤギなどが泊少したが、ホタテ貝、アカ

u.サザエなどが増加した．
冷；，9．魚悶 取1及数量 19,718 t (対前年比 98.8%) 

F均価格 I, 025円（ II 33円高）

加ldbg 訳1及数量 2 4, 6 IO t (対前年比 96.9%) 
平均催格 819円( II 37円高）

取1凡数量では、蕉干製品は、シラス干が 6割増となり、

↑体ては I.6 311'1』となった．切9加工品は 2.8割増．渇．打、

取J凡数量では．冷サケ・マス類は、ペニサケが汝少した 品か 2.7割増とな...,tこ．辣製品は、チクワ・カマポコが汝

が．シロサケが増加し． 2.6割増となった．冷マグロ類は ． 少して 08 t,•II tk、塩 T品{, 0 8割汰となった．平均価格て‘

メパ＋が増加して、 O.i割噌となった．冷タイ類は、大幅 に 、諌製品は． 1月に製品値上げがあり1.9割高、煉杓製

には少し 7.1割故となり、冷カレイ悶は 2.5割滋となった、 品は I.8 割，~i I,;;成品は 1.3割高となった．点干製品は、

冷イカ傾は｀モンゴウが b割増加したしのの奮 1月に続き

7、IL メイカが人・幅汝少し、令体では¥.2割減となった．冷

サ Iくは 3割汝．冷タコは 6.41;1) Jtlとなった．平均価格では

）、（;;rM＇少のペニサケが 52割高で、冷サケ・マス悶全体で

し 2.6割命とな”.,tこ．冷イカ傾は、モンゴウが 3.4『l安と

なるし杭｝、スルメが入（；r 杜て•,e, <、令体でははぼ前年並と

な，t.:..｝、竹枚の冷タイ碩は 66割，ぢとなった．

加 l,¥1,u ri殷数鼠 23,091t(対前年Jt 104.5°・0) 
平均価格 790円（ II 6 7円高）

訳恨ttuでは 、塩蔵品は、とアキサケが 9音噌し．全体で
` ?,Il h1とな，た．．l'i.T製品は、シラス 1；が 円割増て、仝体
てし 2 8 割増とな •9 た．lJJ It nul；品が 4.5割増、統杓製品

し I. 8 ;¥1J 111となった． I'J'J｛函格だは．純製品が＼．7割 rf,、

ji,;成，II,が 0，名'I高となり、．I!.l製品は、シラ 7、T・カ、人協安

ンフスf・が安くなり全体て•3.4割安、汚炊品も 1.7割安と

な・） r 
4月

" ・（！し！［ 取扱数Iii: 15,664 l (対前｝比 105 390) 

F均{dli格 1. 109円( ,, 14円安）

取tlitt uては。マグロ（田内）は 7.4割増、キワダ（田
I'•I‘{ i ; 1割増 、・</< +([IJ,~,)し 2. 5 311増となった．ス

91 4 イウは SPl h1 、 サンマけ•1 .2 ~I 増·マアジも 2 4?,ll l¥'I 

：：な...た. -、9 9 （は，柘人 1りが 35割増、資竹わか 3.4割

h1 と ':..、，な． サ I ヽは 2 、ljII 札．ハマ •r は 1 , <J割はとなった．

ド）＇） IiiIllては 、人 荷A(1)ヤンメタイが 5.9割高．マイワシ

は 1.9割品、カツオは不滋で1.2割高となった．サンマは

3. 5Pl安、スルメイカは 2.2割安となり、マグロは、田内

物が 2.2割安、椛入物が 3.1割安、キワダ（国内）は I.8 
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割安となった。

白活魚類 取扱数量 I, 20 I t (対前年比 IO i. 3 !1-o) 

平均価格 I, 889円（ 11 158円安）

取扱数量では、活カンパチが 7.1割増、活ヒラメが 2.3

割増、活マタイは 1.4割増となった。平均価格では、活ハ

マチが I.4割高となった。活ヒラメは 2.3割安、活マタイ

はI.4割安、活アナゴは、 1割安となった。

凸貝 碩 取扱数晨 4,948t (対前年比 97.2~o) 
平均価格 983円( II 5 7円安）

シジミなどが増加したが、アサリ、アオヤギ、アカ貝な

どが祓少し、全体では、液少となった。

食冷凍魚類 取扱数量 24. 131 t (対前年比 96. 7 ~o) イは 15割安となった。

平均価格 1,019円( 11 1 7円安） ，U 傾 取授数騒 4. 585 I (l,f前年比 94. :i ".:) 

敗扱数量では、冷タイ類が 5割増、冷イカ頷は、モンゴ 平均価格 960円（ ,, 4 4円安）
ウが I.5割増も統入スルメが激汝して、全体では I.4割沿 トリ貝が増加したが、アサリ、アオヤギなどが波少し、

となった。冷マグロ傾は、キワダが 3.1割祓で、全体でも 全体では、汝少となった。

0.4割淡となった。冷サケ マス祁は、ベニサケが 2割祓食冷凍魚類 取扱数量 19,569t (対前年比 89. 2%) 
で、全体でも 0.6割液となった。タコは」割増、サワラは 平均価格 1, 0 58円( 11 2 3円高）
3.2割増、ギンダラが 2.9割増となった。サパは 3.2割杜 取扱数髪では、冷サケ・マス類は、ペニサケ、シロサケ

となった。平均価格では、冷サケ・マス類は｀ペニサケが とも増加し、全体で 0.5割増となった。冷カレイ類が 2.4
3.6割高て’全体で 1.5割高、冷マグロ碩は、キワダが 3.2 割増、サワラが 2.4割増、タコも 2.4割増、サパが 2.2割

割高となったが、全体では前年並となった。キンメは入荷 増となった。冷エピ類は 、アカエピが 5.2割 増とな ったが、

倍増で 3.3割安、タコも 3.4割安となった 。 全体では 1割減となった。冷マグロ類は、メパチが 1割汝
-;加工品碩 取1及数艮 2 :i. 4 0 0 t (対前年比 95. 4%) で、全体でも 1割減となった。冷イカ類は 2.4割減、冷カ

平均価格 823円( " 4 4円品） 二顛が1.7割汝となった．平均価格では、入荷液の冷イカ

訳1及数呈では、煉物製品が 2.I割増となったが．塩蔵品 頷が 1.7割高、冷マグロ類は、キワダが 2.9割高で、全体

は、塩シロサケが半戒するなどで 1.3割祓となり、練製品 で 0.7割高となった。冷タコは 3.1割安、冷サパは 1.8割

{, 1.1割祓となった。平均価格では、塩蔵品が全般的に高 安となった。

く 2.4割高、練製品がI.9割高、焼物製品が 1.5割高とな ・白 加工品類 取扱数量 23,421t(対前年比 92.1 %) 
た． 9行、干製品は、シラス干が 3割安で、全体でも 2.6割安 平均価格 817円（ II 23円高）
となった。 取扱数髪では、湯煮品は、煮タコが増加し 0.7割増となっ

5月
白鮮魚顛 取扱数量 15,406t (対前年比 IO 2. 3'l-o) 

乎均価格 I, 0 2 2円（ 11 I 8円安）

取扱数量では．マグロ（国内）が 9.6割増、キワダ（国

内）も 2.3割増となったが、逆にマグロ（輪入）は 5.4割

枚、キワダ（騎｝、）も 4割汝となった．サンマが 3.6割増

スルメイカが 2.7割増、マアジは I.9割増となった。マイ 6月
ワシはl.5割液、カツオが 1.3割減、ハマチもI.2割汝と食鮮魚煩 取扱数最 16, 5 63 t (対前年 lt 1 1 7. o唸）
なった．乎均価格では、メパチ（国内）は 2.2割高となっ 平均価格 9 6 I円( " 5 4円安）
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図l-1 総取扱数旦の動き
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たが、マグロ （国内）は 2.I割安、キワダ（舵入）は 2.4 

割安となり、カツオは、相変わらず不漁て 2.5割高となっ

た。サンマが 3.4割安、マアジは、小型物が多く 1. 2割安、

入荷増のイサキが I.3割安、マタイ・（養油）も 12割安と

なった。

・活魚．傾 取 1及数呈 I. 129 t (対前年比 100.0°0) 

平均価格 1. 8 0 9円（ 11 152円安）

取扱数量では、活カンパナが 5.7割増、活ヒラメが I.3 

割増となった。活ハマチは 1.4割滋となった．平均価格で

は、活スズキが 1.7割高、活ハマチが 12割高となった。

活ヒラメは I.9割安．活アナゴか 1.7割安となり、活マタ

た。索下品は、千スルメ (SA) が激沿し、全体ては 4.5 

割減となった。塩蔵品は、塩ペニサケが 4割減で、全体で

は 1.2割淡とな....,tこ。平均価格では、塩蔵品は、魚卵の原

料高が影響し 1. 7割高、素下品は 2割高、練製品は 1.3割

高となった。炊干品は 2.2割安、湯煮品(, 2. 2割安となっ

た。
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図2-1 鮮魚取扱数虹の動き
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図2-2 鮮魚平均価格の動き
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取1及数嵐では、前i―少なか，たマグロ（国内）が 3.2倍

となった．平均価格では、活ハマチが 2.9割高、活アナゴ

が 3.7割安．活ヒラメは 2.6割安、活マタイは 2.2割安と

なった。よた、冷タコか 9.4,lf11増、しばらく少なかった冷

スリミが 9.2削増．冷サワラが 3.5割増となった．冷イカ

傾は I6割沿．冷カニ類は 13割枝．冷ギンダうは I.9割

杜とな 9，た。‘!'-均（而格では、冷マクロ傾は．キワダが 3.8

割,il,、メバチし I.6割高て'.'i'I寸、て I. 2割高となった。冷

イカ煩は、入荷祓で I.8割高、冷サケ・マス類は、シロサ

ケ、ペニサケとも高くなり、全体で 0.8割高となった。冷

カレイ類は I.4割安、冷タコが 2.3割安、冷サパは 1.6割

安となった。

白加工品類 取扱数皇 23,392t (対前年比 101.0%) 

平均価格 809円( 11 2 7円高）

800 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
月月月月月月月月月月月月

1. 6割高となった。煮干品は 1.7割安、湯煮品は 1割安と

内、メパナ（粘入）は 2.4割増となり、メジは再び増えて なった。

ついに 11倍となった。マグロ（飴入）は 4.8割汝、メパチ

（国内）も 3.6割波となった。サンマが 4.8割増となった 7月
ほか、スルメイカも 4.8割増、サパは 3.7割増、マアジは白鮮魚顛 取扱数量 15,394t (対前年比 104. 3%) 

1. 7割増となった。平均価格では、カツオが 2.5割高、ハ 平均価格 998円( // 4 7円安）

マチが 1割高となった。メパチ（国内）は 2.5割高となっ 取扱数星では、メパチ（国内）は 8.8割増、マグロ（翰

たが、マグロ（国内）は 3.6割安となった。サンマが 3 入）が 5.1割増、キワダ（国内）が 4.3割増となった。サ

割安、スルメイカが 2.3割安、サパは 1.5割安、マタイ（ ンマは 6.2割増、サパが 3割増、スルメイカが 2.5割増と

蓑竹）は 1.1割安となった。 なった。カツオは‘、 3割減となった。平均 価格では、カッ

凸活魚類 取扱数量 1, 151 t (対前年比 106. 3 °-6) オが 5割高となり、マグロ（輸入）は 2.5割安、キワダ（

平均価格 1. 8 9 5円( n 201円安） 国内）が 3割安、サンマが 3.5割安、スルメイカが 3.4割

取扱数髪では、活カンバチが 5.7割増、活マタイが 2.6 安、マタイ（養消）は 1.3割安となった。

割増、活アナゴが 1.1割増となった。活ハマチは 2.2割減白活魚類 取扱数量 1.222t (対前年比 102. 4%) 

乎均価格 I, 9 2 5円（ II 175円安）

取扱数量では、活カンパチが 4.2割増、活マタイが1.4 

な...,tこ． 割増となった。活スズキはI.3割汝となった。平均価格で

合貝 類 取扱数旦 4,607l (対前年比 104.0%) は、活ハマチが 2.9割高、活タコが I.9割高となった。活

乎均価格 981円（ II 72円安） マタイが I.4割安冑活アナゴも I.4割安となった。

ハマグリ、ホタテ貝などが増加、アサリ、サザエなどが白貝 類 取扱数量 4,672t (対前年比 101.2%) 

沿少した． 平均価格 I, 0 2 0円( II 68円安）

合冷凍魚類 取扱数呈 19.9 6 6し（対前年比 103.6°0) アサリ、アカ貝などが汝少したが、ホタテ貝などが増加

平均価格 I,075円( II 4)円安） して、全体の数員は前年並となった。

取1及数fi!.では、冷サケ・マス類は、シロサケが 5割増で、f3冷凍魚類 取扱数髪 20.967t (対前年比 98. I ~o) 

令体で 3.5割増となった。冷エピ煩は、アカエピが 6.4割 平均価格 I, 0 8 I円（ II 2円高）

増で、全体で I.7割増となった。冷カレイ碩は 3.8割増と 取扱数 量 では、冷サケ ・マス類は、ペニサケが 8.6割増

となり、全体でも 2.9割増となった。冷タイ頷が 6.8割増、

冷カレイ煩も 2.4割増となった。サワラは 9.1割増、タコ

が 5割増、サ 1くが 3割増となった。冷イカ類は、モンゴウ

か 7.9割増となったしのの、スルメイカが汝少し、全体で

0. 9割沿となった。冷マグロ類は、主力のメパチが減少し、

全体で 2.2割汝となった．冷ギンダラは、半液となった．
平均価格では、冷サケ・マス類が 1割高、冷マグロ類は、

メパチが 2割高、キワダも 2.4割高で、全体で 0.9割高と

なった。冷イカ類は、輪入スルメの汝少で、 1割高となっ

た。冷カレイ類は I.9割安、サパが 2.1割安、タコは I.2 

割安となった。

取扱数量では、煮干製品は、煮干イワシが 5割増で、全女加工品類 取扱 数 量 22,527t (対前年比 91.5%) 

体で 2.4割増となった。湯煮品は、煮タコが増加しI.6割 乎均 価格 861円（ II 29円高）

増となった。紫下品は、干スルメ (SA) が引き続き少な 取扱数 量 では、干スルメは、国内物が増加したが、 SA

く、全体でも 3.3割汝となった。また、焼物製品はl.7割 物が 7割 汝 となり、素干品全体でも 3.2割 汝となった。

汝となった。平均価格では、素干品は 2.5割高、塩蔵品は 焼物製品は、蒲焼ウナギの需要期だが、 4月以来の高値が
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煉われ 2.2割活、塩蔵品はI.2割汝となった。乎均債格で

は、塩蔵品は I.8割高、煮干品は 、煮干イワシ、シラス下

ともに安くなり、全体で I.8割安となった。

8月
白鮮魚類 取扱数髪 13, 791 t (対前年比 IO I. 4 °1,) 

平均価格 l, 017円( II 33円安）

取扱数量では 、前年少なかったキワダ（国内）が 10倍増｀

メパチ（国内）が 2倍増のはか、メパチ（輸入）も 7.8割

増とな ったが、マグロ（国内）は 8.2割活 、前年 豊漁のメ

ジも 8.7割減とな った．スルメイカが 4.l割増、マタイ（

天泊）が 2.6割増、サンマが 2.5割増となった。カツオは

3.4割汝、サパが l.6割汝、マイワシはI.5割減となった。

平均価格では、マグロ（国内）が 5.3割高、メジが 2倍高、

カツオは 3.7割高となった。キワダ（国内）は 3.8割安、

メパチ（国内）が 3.4割安、スルメイカが 2.8割安、マア凸鮮魚顛 取扱数量 17,349t (対前年比 110.5%) 

ジが 1.1割安、マタイ（蓑情）も 1.1割安 、サンマは 1割 平均価格 889円( " 4 3円安）

安となった。 取扱数髪では、マグロ（国内）、キワダ（国内）がとも

介活魚 類 取扱数髪 I, 00 9 t (対前年比 99.5%) に倍増し、メパチ（乾入）も 8.1割増となった。マグロ（

平均価格 2, 0 7 9円( " 25円安） 怜入）は 1.9割減となった．キンメタイは 5.5割増、スル

取扱数呈では、活カンパチは 6.1割増、活ヒラメは 2,3 メイカは 4.8割増、マタイ（蓑禎）が 3.1割増、マイワシ

割増、活マタイは 1I割増となった。活スズキは 2.2割活、 が 2.8割増、ハマチが 1.7割増、サンマも 1.3割増となっ

ふハマチは 1.2割汝となった．平均価格では、入荷液の活 tこ．シロサケは 2.1割減、マタイ（稔入）は I.9割汝、サ

タコが 4.4割高、活ハマチが 2.2割点となった。活ヒラメ パは 1.5割汝となった。平均価格では、シロサケが 4.1割

は I.8割安となった。 高、カツオが 3.4割高、サパが 1.4割高となった。キワダ

合貝 顛 取扱数呈 3,856t (対前年比 96. 4 %) は 5.2割安 、メパチ（ 輪入）が 1.2割安となり、キンメタ

平均価格 1, 060円( " 10円安） イが 3.I割安、マイワシが 2.9割安、スルメイカが1.6割

ハマグリ、ホタテ貝などが増加したが、アサリ、アオヤ 安、ハマチが 1.3割安となった。

ャ＾などは汝少した。 合活魚 類 取扱数量 993 t (対前年比 11 0. 0 °o) 

冷凍魚 類 取扱数呈 19,423t (対前年 比 90. 5%) 平均価格 2,120円( " 193円安）

平均価格 1, 08 4円( " 31円高） 取扱数鼠では、活カンパチが 5.3割内 、活マタイが 2.4 

R扱数量では、冷エピ碩は、アカエピが 3.1割増で 、全 割増、活スズキが 2.I割増 、活アナゴが 1.3割増となった．

体ては I.3割増となった．冷タイ類は倍増した。冷マグロ 活タコは 2.8割浪となった．平均価格ては、活タコが 5.3

団は 、メパチが 0.9割 祓 、キワダ L 2. 4割汝で、全体 でも 割高となった．活スズキは 2.I割安、活マタイは 1.8割安、

1. 1割故となった。冷イカ煩は、田内スルメ以外は祓少し、 18ヒラメは I.4割安 、活アナゴは I.3割安とな...,tこ．

I. 5割祓となった。冷サケ・マス類は、シロサケが 6割増 fi ti 団 敗1及数呈 3,968t (対前年比 106. 9 °i,) 

となったも 171の、主力のヘニサケが 2.1割淡となって、全 平均価格 1,047円( II 4 9円安）

体ては I3割淡となった．冷カレイ碩は 1.8割故となった． アオヤギが S.8割増となったほか、ホタテ貝、ハマグリ、

ニシンは 33割増．キンダラは 64割液とな った。平均f面 アカ貝が増加した。

格ては 冷マグロ印は．メパチ、キワダとしに I.8割高で、介冷凍魚類 取扱数量 21,283t (対前年比 89.8°o) 

令体て I.2割高となク》た． I令サケ マス類は、ペニサケが 平均価格 1, 065円( II 28円高）
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図3-1 貝類取扱数量の動き
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3.3割高で．全体て 2.1割森となった．冷タイ類は 2.3割

’女，冷 力しイ傾は入荷はだが I.4割安となった。スルメイ

力は国内物は 25割安とな，｀たが．佑｝、物が高く．冷イカ

傾↑ lt， ては 05割Biとなった ナパは I9割安．ニシンは

I 4割＇l,:.キンダラは I.3卯1'/i:.とな...,↑こ．

りIII晶ば 取1及数j; 19,6251 (t,j而1trJl 90.7勺，）
r均価格 823円（ 11 I 7円高）

取扱数量では、焼物製品は 2.6割増となった。塩蔵品は、

塩シロサケの 6.2割波など全般に活少し、全体では 3.2割

汝となった．塩干品はI.I割汝、煮干製品は、シラス干が

汝少して 1割渋とな った。平 均値格では 、塩蔵品は、塩シ

ロサケが 3.7割高などで、全体では、 3割高となった。焼

物製品はI.3割高、煮干製品はI.4割安となった。
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図4-1 冷凍魚取扱数砒の動き
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図4-2 冷凍魚平均価格の動き
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取扱数呈では、冷イカ類は、モンゴウが倍増し、全体で かは、活マタイは I.9割安、活アナゴは I.6割安、活ヒラ

L I. 5割増となった。冷サケ・マス類は、シロサケが 4.2 メはI.3割安となった。

割増となったが、主力のベニサケが 2.5割汝となり、全体白貝 煩 取扱数量 5. 815 t (対前年比 104. I%} 

ではI.4割沙となった。冷カニ類は、煮ズワイが 3.4割減 平均価格 961円（ II 58円安）

で、全体で 0.8割減となった。冷タイ類は 5.2割汝、冷カ アサリが汝少したが、ホタテ貝、アオヤギ、カキなどが

レイ類は 3.3割汝となった。冷ギンダラも 6.4割減となっ 増加した。

た。平均価格では、冷マグロ顛は、メパチが 1.8割高で、 令冷凍魚碩 瞑扱数鼠 20,703t(対前年比 80.2°0) 

全体で 1割高となった。冷カニ類は．煮ズワイが 2割高で、

仝体て 2.4割高となった。冷タイ類は 6.6割高となった。

冷イカ類は、国内スルメが 2.3割安となったが、 SA物が

1. 5割高 1こなるなと、全体てはほぼ前年並となった。冷ギ

ンダラは 2.5割安、冷ニシンは 2.1割安、冷サパは 2.6割

安となった。

己加工品煩 取扱数呈 22,i68t (i-1前年比 9 7. 0 °1,) 

平均価格 842円( II 2 6円高）

取扱数 Bでは．湯炊品が屈タコの増加で 0.9割増．坑物

製品が 1.6割増となった．塩蔵品は、塩シロサケが半祓し 、

全体で 2割減となった． ll.T製品は、炊干イワシが滋少し

て 0.S割杜となった。平均価格では．塩成品は、塩アキサ

ケが 3.4割高、イクラカ， 4．6割品となり．全体て 2.3割高

10月

平均価格 1 026円（ II 2円高〉

取扱数駄では、冷タイ碩が 1.9割増となった．冷サケ・

マス類は、ペニサケが消滋し、全体て 4.6割滋となった。

冷イカ碩は、モンゴウが 1.5割増となるも全体では 1.9割

減となった。冷カニ類は、ワタリが減少し I.6割渋となっ

た。冷マグロ類は、メパチが 1.1割汲、キワダも減少して

全体では 1.5割汲となった。冷カレイ頷は 2.7割液、冷工

ピ煩もI.5割汝となった。キンメは 2.7倍増となったが、

サパが 3.3割液、ギンダラが I.5割漱となるなど、全般に

大福な減少となった。平均債格では、冷マグロ類は、メパ

チが 2.1割高となり、全体で 1.6割高となった。冷イカ類

は、モンゴウが I.3割高となったが、スルメイカ（国内）

が 4割安となって、全体では 0.5割安となった。ギンダラ

とな｀た。択 7,11,1：：ヽ「スルメが安くなり 0.3割安とな っ が 3.1割安、キンメが 1.7割安のはか、サバは入荷波でも

た。 2.2割安、アカエピも 1.3割安と低調であった。

白加工品類 取扱数量 26,717t (対前年比 97. 8 %) 

平均価格 878円( II 12円高）

白鮮魚類 取扱数呈 19,213 t (対前年比 107.6%) 取扱数晨ては、焼物製品が 0.9割増となった。素干品は、

平均価格 910円( II 7 Q円安） 千スルメ (SA) が大福滋で1.5割液、煮干製品もシラス

取扱数位では、メパチ〈粘入）が 8割増、キワダ（国内） 干が故少して 0.9割汝とな-,た c 塩蔵品は、塩ギンサケが

が 3.1割増となった。また、マグロ（国内）は 2.1割汝、 6割増に対し、塩シロサケ．塩ベニサケが液少して 0.4割

メパチ（国内）は 1.5割滋となった。スルメイカが 5.3割 杖となった。平均価格では、塩蔵品は、イクラが 4.8割高、

増、サパが 2割増、マイワシが 2.2割増．マアジが 1.8割 塩アキサケが 3.6割高となり、全体で 1.1割高となった．

増となった。キンメタイは 2.4割減、シロサケは1.2割汝、 素千品は 0.9割安となった。

サンマは 1.1割沿となった。平均価格では、入荷活のメジ

が 4.9割高、マグロ（国内）が1.6割安、メパチ（輸入） 11月
がJ.5割安となった。キンメタイは 2.4割高、シロサケが 令鮮魚穎 取扱数且 16,803t (対前年比 96. 6 %) 

1. 9割高、カツオが 1.3割高となった。キワダ（田内）は 平均価格 1、004円（ II 4 7円安）

5割安．スルメイカが 3.4割安、マイワシが 2.5割安、サ

パが 1.8割安となった。

白活魚類 取扱数髪 1,076 t (対前年比 106. 3% } 

平均価格 1, 9 30円( II 2 05円安）

取1及数最では、マグロ（桔入）が 72割増．メパチ(fi奇

人）が 6・ 1割増．キワダ（国内）か 56割増とな ，，た。マ

タイは．貸州杓は 37割増となったか、祐入杓は 3.I割減

とな、，た。スルメイカは 44割増．サンマは 2.I割汝、カ

取扱数且では、活カンパチが 4.7割増のほか、活シマア ッオは 1.1割決となった。平均価格では、前年大豊漁(/)メ

ジが 2.6割増、活マタイが 2.3割増、活ヒラメは 1.1割増 ジが激沙し、 4倍高となった。マグロ（国内）は 3.5割安、

となった。平均価格では、入荷汝の活タコが 4.4割高のほ キワダ（国内）は 2.7割安、スルメイカは 4.2割安、マタ
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イ（長清）はI.5割安となった．

女活魚 悶 訳扱数量 I, 05 6 t (対前年 比 96.6°.;> 

平均層格 I, 722円（ 11 I 09円安）

取扱数髪では、活カンバナが 23割増、活マタイが I.6 

割増となった．活 1ヽ マチはI.6割戎となった．乎均値格で

は、入荷故の活タコが 4.I割高、活ハマチ、活カンバチが

ともに 0.6割高となった．活マタイは 2割安となった．

介U 類 取扱数量 5,620t (対前年比 95.4°/.) 

平均値格 975円( II 2 4円安）

1、キカキ、ムキホタテ貝が増加したが、アカ貝、シジミ、

ハマグリ、アサリなど全般に汝少した．

凸冷凍負類 取扱数量 18,984t (対前年比 84. 4 %) 

平均値格 I. 066円（ II 25円高）

取扱数旦では、冷マグロ類は、主力のメパチが I.4割汝

で、全体で 1割杜となった．冷イカ傾は、スルメ（国内）

が 3.I割増となったが、全体では 0.7割活となった．冷サ

ケ・マス碩は、ペニサケが 2.I割汝となり、全体で L 2. 6 

割故となった．冷カレイ類は 3.3割放、冷エピ顛は I9割

故、冷カニばは I6割Aとなった．冷ギンダラは 3.6割増

冷サンマは 2割増、冷サパは 5.5割沿となった．平均（ヽ格

では｀冷マグロ類は．メパチが 2.8割高て卓、全体で I.3割

面Jとなった．冷サケ マス類は、シロサケが I.3割，むとな白冷凍魚類 訳扱数量 22,629t (対前年比 90.3~o) 

り．全体て•0 7割ぶとな，た．冷イカばは．スルメ（田内 平均価格 I.2 66円( " 56円高）

が 4.3割安となり 令9k•こ I.8割安となった．冷タイ＂は 取扱数量では、冷マグロ類は、キワダが 4.8割増となっ

I. I割安となり．ギンダラは 3.I割安、・サパは 3割安 ，rン
マは II割安となった．

f: hu I品閲 訳扱数鼠 24. 103 t (t-t前年比 85.7°0) 

平均価格 948円( II 2 5円高）

取扱数量では、悦杓製品が I2 ;¥'II噌となった。塩蔵品は

Jとアキサケが 4.3 311 6-しになるなど戌少が目立ち、全体ては

3 I 割戎とな~,た．．n． F 製品は． ．n． T・ イワシが汝少して、

令体では I2割故となった．某 T・ 品は、下スルメ（田内）

が 4.6割増となったが．仝体ては 1割滋となった．平均層

格では、塩蔵品は、品渾のイクラが 3.9割高、塩アキサケ

が I.7割高となり．全体で 2.l割高となった．煮干製品は

シラス干が 4,4割高となり．令体で 2割高となった．柔干

品は．入（；r増の干スルメ（閃内）が 2.2割安となり、全体
では I.2割安となった．

12月
介鮮魚傾 ,:. I及数量 18 256t (対前年比 JOI. 3%) 
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図5-1 加工品取扱数間の動き
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平均価格 I. 227円（ 9， 33円安）

取扱数旦て·は、マクロ([JJ内）は •1 倍増となり、キワダ

(1'.11 rI.1)は 4.8 割増、メパチ([!j ,~1) は 2.5割増となった．

マタイ（尺泊）は 4.6割増．スルメ・イカは 3.4割増．マイ

ワンは l.4割増とな、，た．キンメタイは 3.2割液、サンマ

は I7割戌となった。 1均価格ては．入荷放のメジが 2.3 

倍品 キンメタイは 3.I割，らとな．，た ．マ グロ（国内）は

3. 7nl安．キワダ((T,]内）は 2S1,’l 1え、メパチ（国内）は

I. 5割安となった．スルメイカは 3.2割安、マタイ（長ll'i)

は I7'li'J安とな ー，た。

．こ 活伍．坪 取1凡数騒 1.160 t I ti 1F1,)..Jt 98.4"..) 

p J’J fdli格 I. 75 tfり I " 126円安）

訳I’U'(Iiiては 、9f,カ ン，、イ・ i」': J間増．；，｛マタイが I.7 
割I＼↑となりた ．ふ Iヽマ Iu l、1:1，1l /ik. 4 7、ズキか 0.9割戌
とな，た．平J'Jfdb格ては ふ夕．II,• 2 9~J高、活カンパ十

が1.5割高となった．活ヒラメ、活スズキがともに 1.1割

安｀活マタイが 2.2割安となった．

白貝 顛 取扱数量 6.318 t (対前年比 IO I. 0 °6) 

平均fi格 1, 13 3円（ II 31円高〉

アカ貝、アオヤギなどが汝少したが、ムキカキ、ムキホ

タテなどが増加し、全体ではほは前年並となった。

たが、メパチが 1.2割沿で、全体では 0.8割汝となった．

冷イカ類は、ムキイカが b割増となったが、スルメ（国内）

がI.2割汝、位入スルメも大幅に泊少し、全体では 0.6割

汝となった。冷サケ・マス類は、ペニサケが半波し、全体

でも 2.6割沙となった．アカエピが 3.1割増．ギンダラが

I. 7割増となり．サパは 6割汝、ニシンは 1.3割浜となっ

た．平均価格ては．冷マグロ類は、メパチがI.8割高て＇．

全体で 1.1割高となった．冷イカ悶は、モンゴウがI.4割

高となるも、スルメ（田内）が 41割安，ムキイカ L 2. 8 

割安で、全体ては 0.9割安となった．冷サケ マス顛は．

シロサケが 3.7割高となったが、ペニサケの入向か故少し

たので．仝体では 0.4割安となった．ギンダラは 3.3割安、

アカエピは I7割安となった．

介hut品類 取扱数屋 28,391 t (対前年比 96.0%) 

平均価格 1, I I 5円（ II 3 8円高）

敗 11支数 Bでは 柔T品は．干スルメ（国内）が 6割内と

なり、全体ー I 2割内とな 、， た． UJft加 r品は 27割増

図5-2 加工品平均価格の動き
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偵杓製，II1は 12ml h1 となりな． ：n、 1 ・ 製品は • !'i. T・イワ ンが 円高、冷ギンサケが 45円高となり、仝体では、 84円高となっ

，訓枚 で ．，i・体では 16'Rl Aとなった．）と成品は ， イク ’I た．

が 3.1削杖 ．とアキサケが 3割バで ↑体ては 1I割札と uo) 魚卵

なった．平均価格て＇は、と成品は 、 イクうが 4.7割高など、 イクラは、不只気で高級品が苫戦する中 ．入,-:r 1. 7割戎

り ~ ふ~ を控えて入 (;r が少なし I ため↑般に高めで、全体では 1 と品渇になり 、1,7 8 4円高となった．スジコは I.3割汝で、

割ぶとなった． 9．r製品は 、シラス「が 55割高で．全体 385円高、スケコも 08割沿で 、267円高となった．

で 24割ぶとなった．lJJ打加［品は 17割高となった． Ul) エピ類

2.主要品目の取扱高

(1) マグロ類

I打'(l）生鮮マグロ煩の入（；r量は 、マグロ（輸入）は 04 
1Jil£、キワダ（傾入）は 2.6割杖、前年旦漁のメジは元に

戻って 2.8割沿となったが 、キワダ（口内）が 4.2割増と

なった(l)をはじめ、マグロ（田内）は 2.7割増 、メパチ（

輸入）は 2.7割増 、メパチ（田内）は 0.7割増となった．

全体では 0.4割増となった．平均11格では、メジが 161円

，高とな...,たはかは、マグロ（体入）が 516円安となったの

をはじめ、メパチ（田内）は 240円安．メパチ（輸入）は

192円安、キワダ（国内）は 173円安と全般に安くなり、

全体では、 46円安となった．

冷凍マグロ頌の入荷量は、冷ホンマグロは、 0.9割増と

なったが．冷キワダが 3.4割杜 、冷メパチも 0.6割汝とな

り、令体では 0.7割沃となった．平均 II格では 、冷キワダ

が 1441'lぶ、冷メパチが 128円品、冷ホンマグロも 115円

高となり ．↑体では 127円高となった．

(2) マアジ

生鮮エピ類は 、イセエピ（田内）が 0.4割増とな..,tこし

のの ．クルマエピ（籟入）が 2.5割戎、クルマエピ（田内）

が 1割汝、イセエピ（翰入）も 1割汝．マキエピがI.2割

枚になるなど減少が目立ち、全体で L I. I割汝となった．

平均価格では、イセエピ（国内）が 938円安．イセエピ（

輸入）が 143円安のほかは、クルマエピ(IJil内）が 780円

高、マキエピが 649円高、クルマエピ（輸入）が 303円高

となり、全体では 220円高となった ．

冷凍エピ類は、冷アカエピが 2.2割増、オーストラリア

物が 4.8割増、インドネシア杓は I5割増となったが、タ

イ物が 3Ill汝、フィリピン物が 27割泊 、台湾物が 2.4割

活と戎少して、全体では 05割汝とな った．平均値格では 、

入（可増のオーストラリア杓が 181円安、フィリピン物は入

荷村にもかかわらず 179円安となり．全体では 、75円安と

なった．

(12) 加工品類

千スルメは 、田内物は 4.7割増で 195円安となったが、

統入杓は滋汝した．カマポコは I4割戎となり ．平均fl格

は 、94円高とな..,fこ．閉 Tアジは 0.5割汝となり、 20円安

前句は以少したが 、1年の入r.rは順渕で、 2割増となった． とな，，，た．塩アキサケは l.9割杖て 126円高となった ．hn

F均場格は 564円で． 74円安となった． r.品全体では入荷は 0,5割沿少し、平均価格は 33円高となっ
(3) サパ た．

生§t晶は．,inに綬さ入荷は杜少し． 0. 3割沿とな）た．
下均値格は、 593円て'5円安となった．冷サパは 2.8割活少 3.芹＃易月iJ酌［オ及苔i

し、平均fヽ格(,4 I Pl安とな，）た． （1) 築地市場

(4) イワシ 往取扱高は、 704,169しで前年比 97%と活少 (21,009t

入 ¢rは は1i,ii1り．，柏とな＂た． V均価格は 26 I円で，（） 汝）し、松双扱金額は、 707,680百万円で前年比 97%と沿

Pl'女となりた． 少 (22, 08 l百万円減）した．類別に見ると、鮮魚類の取扱

(5) カツオ 数量は、 163,355t (7,52lt増）で前年比 105%となり、

カッtは S、8)1の入r.rがA少し 、 0,9割汝とな.,た． 取扱金額は、 176,355百万円 (520百万円増）でほぼ前年並

平均層格は 740円で、 128円安となった． となった．活魚類の双扱数量は 、12,097t (348t増）で

(6) サンマ 前年比103%となり、取扱金額は、 23,255百万円 (903百万

好漁か観さ、入r.rは年間では 1割増となったが、 10月以 円沿）で前年比 96%となった．冷凍魚類の取扱数量は、

凸は汝少傾向となっている．平均価格は 322円で 、30円安 215,698t (14,743t放）で前年比 94%となり、敗扱金額

となった． は、 235,045百万円 (14,5 4 0百万円沙）で前年比 94%となっ

(7) スルメイカ た．加工品類の取扱数量は 、250,594t (13,989 t汝）で

生鮮物の出回りは、年間を通じて前年を大きく上回り、 前年比 95%となり．双扱金額は、 212,423百万円（ 3,809

5.3割増となった．平均層格は 414円で、 143円安となった． 百万円沿） で前年比 98%となった．貝類の取扱数量は．

冷凍物は、生鮮物に押され、キ9に籍入物が汝少したこと 52,228t (282t増）で前年比 IO1?。となり、取扱金額は、

もあって、全体では I.I割汝となった．平均僅格は、 NZ 53,017百万円 (2,750百万円疫）で前年比 95%となった．

物が汎汝して 337円高、 SA物{.68円高となったが、田内 淡水魚類の取扱数量は． 3,836l (139 t ~)で前年比 97

物が85円安となり、全体では、 23円安となった． ％となり、取扱金額は 、4,7 51百万円 (4I 8百万円活）で

(8) 養殖ハマチ 前年比 92%となった．湯涵類の R扱数量は、 6,36 I t ( 

前年からの沿少傾向が止まらず、入行も 0.5割枚となっ 28 9 l活）で前年比 96%となり ．n,及金額は、 2,833百 h'
t.ヽ．平均層格は 975円で、 53円高となった． 円 (83百万円沿）で前年比 97沿とな った ．

(9) サケ・マス類

生鮮サケ マス悶は、シロサケがl.9割浜となったが、

ギンサケが 2.3割増、翰入物が 2.8割増と増加し、全体で （2) 足立市場

は 0.4割増となった．干均層格では、シロサケが 119円高、 松取扱高は、 66,05ltで前年比 99% とわずかに汝少

ギンサケが 116円品となったのに対し、マスが 177円安、 (782 t沿）したが、紛取扱金額は、 61,467百万円で前年

籍入物が 114円安となり、介体では． 88円安となった． 比103%と増加（ 1,518百万円増）した．類別に見ると、鮮

冷凍サケ マスばは．冷ギンサケが 23割増．冷シロサ 魚類の取扱数量は、 16,531t (l,423t増）で前年比 109%

ケが I.I割増に対し、冷ペニサケは 2.2割沿となり、全体 となり、取扱金額は、 13,498百万円 (759百万円増）で前

では 0.6割汝となった．平均｛ヽ格では 、冷ベニサケが 181 年比 106%となった．活魚類の取扱数量は、 848t (56 t増）
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で前年比 107%となり、取扱金額は、 1,194百万円 (109百 には、数｀て、t魚 h'・.,'‘,、増加（ I.151 t Jtl)したが、冷凍
万円増）で前年比 110%となった．冷凍魚類の取扱数鼠は 魚は、 l0°0 ~少（ 6. 109 t Ml 、加工品は 7°o沿少 (2,6 7 l 
17,570t (1,651t減〉で前年比 91%となり、取扱金額は I <'Ji)、淡＊<!!,は． 12'’，，故少 (71l故）となった．金開て’
17,218百万円 (231百万円増）で前年比 101%となった．加 け、昨焦が，はは＇前り並 (14l Fl h円増）とな．，たはかは、
工品類の取扱数皇は、 24,295t (748t活）で前年比 97% 冷凍魚は、 8%沿少 (5,449百万円汝）、貝傾は、 9%汝少
となり、取扱金額は、 23,845百万円 (410百万円増）で前 (867百万円減）、活魚も 6％沿少 (238百万円祓）した．
年比 102%となった．貝類の取扱数量は、 5,707t ( 125t④  築地魚市均（株）

増）で前年比 IO2 °1,となり、取扱金額は、 4,876百万円で前 松取扱数量は、 132,860tで前年比 98%とやや汝少し、

年並となった．淡水魚類の取扱数量は、 369t ( 19 t減） 稔取扱金額は、 124, 16 l百万円で前年比 96%と沿少した．
で前年比 95%となり、取扱金額は、 463百万円（ 16百万円 類別には、数鼠で活魚が、 9%増加 (305t増）、鮮魚は、

汲）で前年比 97%となった．海藻類の取扱数量は、 732t 5 %増加( 1,560 t増）となったが、冷凍魚は、 13％汝少
(32t増）で前年比 105%となり、取扱金額は、 374百万円 (4,624t汝）となり、淡水魚も 10％汝少 (111t汝）となっ

(2 5百万円増）で前年比 107%となった． た．金額では、鮮魚が 2%増加 (534百万円増）したが、

冷凍魚は、 10％減少 (4,19 2百万円汝）、加工品は、 3％滋

少 (1,162百万円液）し、貝類は、 5％減少 (480百万円汝｝
(3) 大田市場 となった．

I£ 収扱高は、 37,701しで前年比 93°6とは少（ 2,820t汲⑤ 第一水産（株）

し、お取扱金開は、 35,815百万円て前年比 98%と汝少（ 松取扱数量は、 58,671tで前年比97°・oと沿少し、粒取扱
725百万円汝）した．類別に見ると、鮮魚類の取扱数量は、 金額は、 58,623百万円で前年比96°1,と汝少した．類別には、
12,279t (1,805t増）で前年比 117%となり、取扱金額は 数皇で鮮魚が、 7~o 増加（ 1, 124t増）、淡水魚は、 32.%増
10,355百万円 (1,4 4 3百万円増）で前年比 116'l-oとなった 加 (192t増）したが、加工品は、 9%汝少 (1,781 t液）
活焦類の取扱数鼠は、 465t(106t増）で前年比 130%と となり．貝類は、 7%沿少 (676t沿）、海藻類は、 26%の
なり、取扱金顎は、 900百万円 (91百万円増）で前年比 111 汝少 (154 t沿）となった．金額では、鮮魚は、前年並と
％となった．冷凍魚類の双扱数櫨は、 12,999t(5,603t汝 なったが、加工品は、 6%汝少 (I.015百万円汝）、貝類は、
で前年比 70%となり、取扱金額は、 12,355百万円（ 3,672 7%減少 (809百万円沿）、冷凍魚は、,o..減少 (45 8百万
百万円浜）で前年比 77 ?~にとどまった．加工品類の取扱数 円汝）となった．

は、 9,35lt (512t増）で前年比 106%となり、取扱金⑤ 丸千千代田水産（株）

額は、 9,709百万円 (1,049百万円増）で前年比 112.%となっ 粉取扱数鼠は、 67,794tで前年比94°1,と汝少し、松取扱
た．貝碩の敗扱数量は、 l,972t (220 t増）で前年比 113 金額は、 45,447百万円で前年比97°..;と減少した．加工品の
o;となり、敗 1及金額は、 2,005百万円 (251百万円増）で前 取扱としては．数鼠 金開ともに昨年に校きト・1プとなっ

年比 114o,oとなった．淡水魚悶の取扱数量は、 222t (50t た．類別には、数鼠で加工品が、 7％汝少 (4,683t汝）
増）で前年比 129?oとなり、取扱金割は、 312百万円 (75百 したが、海漏類は． 7°i増加 (90 t.増）となった．金閉て
万円増）で前年比 132%となった．i毎頑類の取扱数鼠は、 は、加工品は、 3°・o ~少（ 1,527百万円汝）となり、海頑
412l (90t増）で前年比 128°6となり、取扱金額は、 179 類も 3°o ~少 (16 百万円汝）となった．

百万円 (38百万円増）て前年比 127?。となった． ⑦ 綜合食品（株）

4.卸売業者別取扱高

(1) 築地市場
① 大祁魚類（株）

お取扱数量は、 I4 3. 14 1して前年比 104％と増加し、松取

扱金額は、 143,737百万円で前年比 102 °1,と増加した．顛別

には．数量で冷凍魚は、 7％増加 (4,013t増）、鮮魚は、

b o。増加（ I,965 t増）．貝類は、 4%増加 (486t増）と

粒取扱数量は、 15,935tで前年比96%と液少し、稔取扱

金額は、 I4, i 31百万円で前年比97'l-oと汝少した．類別には、

数髪で加工品は、 4%汝少 (748 t汝）したが、海藻類は、
13％増加 (5 t増）となった．金額では、加工品は、 3%

汲少（ 468百万円減）に対し、海藻類は、 34°,6増加 (12百

万円増）となった．

(2) 足立市場
なった．加工品は、 4%汝少（ 1, 4 37 t沿）となった．金① 東京北魚（株）

額では、冷凍魚は、 6%増加 (3,148百万円増）、加工品は 稔取扱数旦は、 24,299tで前年比96%と祓少し、松取扱
4 ?。増加（ 1,0 75百万円増）となった．鮮魚は、ほぼ前年 金額は、 21,6 7 0百万円で前年比98%とやや沙少した．類別
並となり、活魚は 8％活少 (550百万円沿）となった． には．数量で鮮魚は． 6%増加 (297t増）、活魚は、 27%
② 中央魚類（株） 増加 (75 t増）となったが、冷凍魚は、 16%汝少（1,037t 
松取扱数鼠は、 143,374tで前年比 95%と減少し、松取 祓）し、加工品も、 3°-o汝少 (381t汝）となった。金額
扱金額は、 165, 21 5百万円で前年比 95%と汝少したが、昨 ては．鮮魚は、 3％増加（ 115百万円増）、活魚は、 24%
年に｝．？き敗扱数量 金額ともに卜，プとなった．類別には 増加 (81百万円増）し、加工品は、ほぼ前年並となった．
数けて＾鳥t魚は、 5％増加（ l,7 2 0 l増）．活魚は． 4()-0増加 冷凍魚は． 9o;故少（ 516百万円液）し、貝顛も 9為汝少
(l 2 2 t増）、貝碩は、はは前年並となった．冷凍魚は、 12 (165百万円~)となった．

蹂故少 (7,602t沿）し、加工品し、 8o;./.x少 (2,532t汝:z :人祁魚悶（株）千住支社

とな...,tこ。金額て＇は．冷凍魚が、 IO06故少（ 7,587百万円 耗取扱数旦は、 22,22Hで前年比99%とわずかに沿少し、
故）となったはか、活魚は、 3踪沙少 (l9 3百万円沿） 加 稔取扱金額は、 21,2 l 9百万円で前年比 l07%と噌加した．
T品は 2 。゚パ少 (545百万円故）、鮮魚し汲少 (277百万 碩別には、数量で鮮魚は、 16%増加（ 773t増）し、冷凍
円必）となった． 焦は． 12°. ~少 (826 t~)、加工品は 3 °o ~少 (235 t滋）

③ 東祁水産（株） となった．金額では．冷凍魚は｀ 12°.,増加 (72 2百万円内）
§£『{I及数量は、 142,3931て前年比 95°~と沿少し、経取 したはか｀ t`幻．は、 7n。増加 (303百万円増）、加 I品は、
恨金顎は． 155.i67百Ji円で前年比 96?。とは少した．問月ll ヨ＂9)増加 (390百万円増）．il碩も 60増加 (99百万円増）



となった。

．で 中央保類（株） f住支社

総取扱数量は、 19,527tで前年比 102%と増加し、松取

数凪では、 63.4 %と前年を 9.8%下回り、金額では、 62.8

％と前年を 8.1％下回った。

扱金額は、 18,578百万円で前年比 102%と増加した。顛別 5．出荷地別取扱高
には、数呈て＇鮮魚は、 6%増加 (353 t増）、冷凍魚は、 4 (1) 総取扱高

％増加（ 212t増）、活魚も 4％増加となったが、加工品は 都道府県別の取扱高数量のペスト I0は、 1位東京・ 2位

3%汝少 (132t汝）となった。金額では、加工品は、や 静岡． 3 位千葉• 4 位宮城• 5位北海道・ 6位青森， 7位

や減少 (84百万円汝）したが、鮮魚は、 7％増加 (342百 愛知• 8 位三重• 9位神奈JII,10位福島と昨年の 6位と 7

万円増）、貝類は、 4％増加 (67百万円増）、冷凍魚類は、 位が入れ代わった。取扱高金額のペスト 10は、 1位東京・

やや増加 (26百万円増）となった． 2 位静岡． 3 位北海道・ 4 位千葉． 5 位宮城• 6位神奈川・

7 位大阪． 8 位愛知• 9位三重・ 10位青森となった。

(3) 大田市場 （2) 鮮魚取扱高

① 東京大田魚市均（株） 前年に続き東京が 1位となったが、 2位以降は変動が大

舷取扱数羹は、19,96ltで前年比 104%と増加し、絵取扱 きく、 2 位千葉• 3 位宮城• 4位北海道・ 5位青森， 6位

金額は、 19,70 I百万円で前年比 107%と増 加した。類別に 静岡• 7 位長崎• 8位鹿児島・ 9位三重・ 10位福岡となっ

は、数髪で鮮魚は、 15%増加 (932t増）、加工品は、 6 た。

％増加 (312t増）したが、冷凍魚は、 7％波少 (439t液） （3) 冷凍取扱高

となった。金額では、鮮魚は, 15 °/o増加（ 812百万円増）， 東京が前年に続き 1 位となった。 2 位静岡• 3位青森

加工品は、 13％増加 (660百万円増）し、冷凍魚は 5％汝 4位宮城 5 位神奈川• 6 位大阪， 7 位千葉• 8位北海道

少 (320百万円汝）となった． 9位福岡・ 10位長崎となり、変動が大きかった。

② （株）大田合水 (4) 加工品取扱高

松取 1及数呈は、 17,739tで前年比83%と汝少し、松取扱 これも、東京が前年に続き第 1位となった。 2位千葉

金額は、 16, I 14百万円で前年比89%と汝少した。類別には、 3 位静岡． 4 位宮城． 5 位北海道・ 6 位愛知• 7位福島・

数髪で鮮魚は、 2I 0i増加（ 873t増）、活魚は、 39%増加（ I 8 位三璽• 9位茨城・ I0位兵原となり、 3~ 7位に変動が
0 I t増）、加工品は、 6%増加 (I99 t増）となったが、 見られた．

冷凍魚は、 41%沿少 (5.164t滅）と大きく落ち込んだ。

金額では、鮮魚は、 I9％増加（ 630百万円増）、貝顛は、 26

％増加 (204百万円増）、加工品は、 11qo増加 (38 8百万円

増）となったのに対し、冷凍魚だけが34 °o沙少 (3,35 2百

万円汝）となり、冷凍魚不振の影督が大きかった。

(--1)買付比率

全体の買付比率は、数量では、 49.2 %と前年を 0.9%下

回り、金額では、 49.1%と前年を 0.8%下回った．市均別

に見ると、築地市均の買付比率は、数且では、 48.8%と前

年を 0.5％下回り、金額では、 47. 8%と前年を 0.7%下回っ

た。足立市場の買付比率は、数且では、 45.7 %と、前年を

1. 7%下回り、金額では、 54.2 %と前年を 0.6%下回った。

大田市埓の買付比率は、数量では、 62.5%と前年を 6.5%

下回り、金額では、 65.0 %と前年を 5.4%下回った。卸売

業者別に見ると、大部魚類は、数鼠では、 49.2%と前年を

1. 7 06上回り、金額では、 46.2 %と前年を1.1%上回った。

中央魚類は、数旦では、 49.7 %と前年を 0.9%下回り、金

額では、 47.9 %と前年を 1.5 °/o下回った。東郁水産は、数

量では 、50.8%と前年を1.5%下回り、金額では、 50.1% 

と前年を 1.5%下回った。築地魚市均は、数呈では、 35. 5 

％と前年を 0.9%下回り、金額では、 35.5 %と前年を 1.0 

％下回った．第一水産は、数 髪では 、38.0 %と前年を 0.9

％上回り、金額では、 41.3%と前年を 0.9%下回った。丸

f-千代田水産は、数.!i!.では、 80. I 0oで前年とほぼ同じ、金

額では、 83.4 %と前年を 0.6%上回った。綜合食品は、数

呈では、 37. 3 °6と前年を 2.9 ％下回り、金額では、 57.4'Yo 

と前年を 0.2 %上回った．東京北魚は、数 且 では、 43.3% 

と前年を 1.3%下回り、金額では、 56.7'Yoと前年を 0.3 ~o 

下回った．大部魚類千住支社は、数呈では、 44. 6 00と前年

を I.0 °o下回り、金開では、 53.9°・0と前年を 2.0 °oヒ回っ

た。中央魚顛千住支社は、数鼠では、 50. 0 C¥oと前年を 3.3

％下回り、金額では、 51.8 °oと前年を 36 ％下 l可，，た。東

京）、田魚市埒は 数旦では、 61.7 °oと前年を 2.5 °o下回り、

金額では、 66.8%と前年を 1.1%下回った。大田合水は、
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衷 1 仝 lm四及高
（単位：トン・千円・％）

4 年 3 年 2 年 元年 6 3年 6 2年 6 1年

総数量 OO7,920 臨，532 847,319 的，538 882,040 889,831 865，伐沿
前年比 97.0 98.3 97.7 98.4 99.1 102.9 101.5 

卜----

総金額 804，咲氾，014 826,250ふ52843,694,370 813,943,824 791,664, 123 774,701,487 7:rl, 241,220 
前年比 <J7.4 CJ7.9 103.7 102.8 102.2 105.1 100.2 

衷 2 1 仝Fセ欠:)JT]全年、不血l叩知 （単位：トン・％）

年次 4 年 3 年 2 年 冗 年 63年 前 年 比 4年

1数擾
／ 

魚種 構成比 数虻 構成比 数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比 4年 3年 2年 元年 6 3年 臨

総 数 即，缶刃 100.0 認，お2100.0 847,319 100.0 867,538 100.0 882,040 100.0 m.o 00.3 釘．7 98.4 99.1 95 
鮮 魚 19'2,165 お．8181,416 21.8 173，淡 20.5 176,894 20.4 185,477 21.0 105.9 104.6 98.0 95.4 101.8 
活 魚 13,411 I. 7 12.~ 1.5 12,582 1.5 12,033 1.4 - 104.0 102.5 104.5 
貝 類 59，知 7.4 59,280 7. I 61,195 7.2 62,588 7.2 67,117 7.6 101.1 沃．9 ':17.8 93.3 99.4 89 
冷凍魚 246,266 3l.5 268,264 32.2 285,557 33.7 292,752 33.7 額，479 34.6 91.8 9.3.9 ITT.5 95.8 95.7 筏
鯨 類 殴 0.0 37.8 
淡水魚 4，如 0.5 4,535 0.5 4,242 0.5 4，沃氾 0.5 4,50.'i 0.5 <Jl.6 100.9 卯．2 ~.8 95.0 88 
海藻類 7,505 0.9 7,o/2 0.9 7,779 0.9 7心21 0.8 7,758 0.9 'J7.8 00.6 lm.7 93.1 109. 7 105 
加工品 284,240 35.2 298，威 35.9 紐．575 35.7 311,685 妥i.9311，暉〇 3.5.3 95.2 98.6 97.1 100.1 101.0 94 

衷 2 -2  仝戸クうう9H圭昧重万9頂又扱歪遥頁 （単位；百万円・％）

年次 4 年 3 年 2 年 冗 年 6 3年 前 年 比 4年
／ 

魚種 金額 溝 金顔 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 4年 3年 2年 元年 6 3年 婢

総 数 邸，知 100.0 826,251 100.0 843,694 100.0 813,944 100.0 791,664 100.0 <Jl.4 CJ7.9 1餃l.7 102.8 102.2 109 
鮮 魚 200,200 24.9 197,486 お．9192,Z74 22.8 182,021 泣．4188,661 23.8 101.4 102.7 105.6 ~.5 104.6 
活 魚 あ，348 3.1 26,053 3.2 26,635 3.2 24,421 3.0 97.3 卯．8109.1 
貝 頚 59，蹄 7.4 62，邸 7.6 62,731 7.4 59,326 7.3 54,657 6.9 oo.o 99.5 105.7 108.5 102.3 lZI 
冷凍魚 264,618 3'2.9 痴，598 34.2 改，173 36.3 293,484 沃．1お7,004 :TT.5 93.6 況．3104.3 98.8 101.9 94 
鯨 類 92.8 0.1 46.6 
淡水魚 5,526 0.7 5,885 0.7 5,5ITT 0.7 5,751 0.7 5,451 0.7 93.9 105.3 ':JI.1 105.5 印．9 83 
海藻類 3,336 0.4 3,405 0.4 3,144 0.4 2,815 0.3 2,792 0.4 99.4 100.3 111. 7 100.8 111.1 129 
加工品 245，如 改）．6248,4勿 30.1 247,150 29.3 246,126 孜）．2242,171 30.6 99.0 100.5 100.4 101.6 101.4 108 

表 2 -3  年次別魚種別平均価格 （単位：キロ当り円・％）

年次 4 年 3 年 2 年 元 年 6 3年 対 60年指数

魚種 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 4年 3年 2年 元年 63年

総 数 岱 100.4 992 99.6 径 100.2 938 104.5 898 103.1 115 115 115 109 104 
鮮 魚 l,042 95.7 1,089 00.2 1,109 lm.8 l,029 101.2 1,017 102.7 109 
活 魚 l，鴎 93.6 2,020 95.4 2,117 104.3 2,029 
貝 類 l{n) 95.0 1,053 102.7 l,02.5 108.1 948 116.5 814 102.9 144 151 147 136 117 
冷凍魚 l075 102.1 1,053 98.2 1,072 100.9 l,003 100.2 972 100.5 110 lOO 110 103 100 
鯨 類 2,T76 1お．l 202 
淡水魚 1,248 00.2 1，お7 98.5 1,317 99.9 l, 318 108.9 1,210 況．5 95 99 100 100 92 
海藻類 451 101.6 似 100.9 404 103.6 籾 108.3 360 101.4 123 121 110 lOO 98 
加工品 臨 104.0 認 101.8 817 10,3. 4 7OO 101.5 TI8 100.4 115 110 108 105 103 

注：平成元年から活魚類を大分類とし、鯨類は削除、生鯨は鮮魚類へ、冷凍鯨は冷凍魚類へ区分した。
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衷 3 - 1 市塩か］・年松涅暉吐虹汝早 （単位；トン・円）

市場

叙下― 4年 I 3年 I 2年 元年 「--63年
区分 構成比 構成比 構成比 構成比一882,0401 100.0 -

総 数 掻 807,920 100.0 83'2,532 100.0 847,319 100.0 的，538 100.0 
数 前年比 97.0 98.3 釘．7 98.4 99.1 ---..._ 
築 数 旦 704,169 印．2 725,178 87.1 747,355 88.2 781,739 oo.1 邸，0951 91.2 
地 前年比 S"l. l CJT.O 95.6 釘．2 98.7 

足 数 量 66,051 | 8.2, 66,833 I 8.0, 66,508 I 7.81 72,052 I 8.3, 69,7401 7.9 
立 前年比 98.8 100.5 92.3 103.3 103.8 

大 数 屋 勺，701I 4.71 40,521 | 4.91 33,456 I 3.91 13,748 | 1.61 8,2051 0.9 
田 前年比 93.0 121.1 243.4 1釘．6 107.1 

表 3 2 市塙男lJ・年松如頂吐及金額 （単位；百万円・％）

年次 4年 3 年 2 年 元年 6 3年
市場
区分 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比

,ト--

総 金 頷 804，咲氾 100.0 826,251 100.0 843,694 100.0 813,944 100.0 791,664 100.0 
数 前年比 97.4 97.9 103.7 102.8 102.2 
, -l 
築 金 額 707,680 87.9 729,761 88.3 755,004 89.5 742,239 91.2 728,171 92.0 
地 前年比 97.0 ~.7 101.7 101.9 101.9 

足 金 額 61,467 7.6 59,949 7.3 57,9'Z7 6.9 58，仄応 7.1 55,685 7.0 
立 前年比 102.5 103.5 99.9 104.2 105.2 

＇ 
大 金 額 妥，815 4.4 36,540 4.4 $),763 3.6 13,699 1. 7 7,808 1.0 
田 前年比 98.0 118.8 224.6 175.4 lITT.8 


